
PPP の成功事例から見る市場化テストの今後の方向性 
 

東洋大学 根本祐二 
 

１ 最近の PPP／PFI の動き 
（１）PPP／PFI のアクションプラン 
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（２）優先的検討規程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）最近の特徴： 
①PPP／PFI を、形式論ではなく実質的な民へのリスク移転を重視する方向に転換。 
・民にリスクを大きく移転する類型を（１コンセッション、２収益型事業） 
・公共サービスではない公的不動産も対象に入れる（３公的不動産） 
・従来否定的だったサービス購入型も含む（４その他（包括、業績連動）） 
・２収益型事業には指定管理者（利用料金制＋公募プロポーザル）を含む 
・３公的不動産には市街地再開発／特定建築者制度を含む 
②数値目標・優先的検討制度など「強い」政策 
 
（４）背景 
PFI の原則をあらためて振り返って、民の知恵を引き出しやすいような方向を重視したいと

いう考え。 
・単年度契約→長期契約 
・仕様発注→性能発注 
・個別発注→一括発注 
この原則は、PFI に限ったものではなく、すべての PPP に共通の原則としたい。特に一括

発注は民の創意工夫が発揮できる余地が大きい。 



２ 一括発注的な参考事例 
事例名 内容 
米国サンディスプリ

ングス市 
市政をすべて民間企業に包括委託。市職員は数名でスタートし、

残りは受託企業が運営。現在は 1 社独占から 3 社分割包括に以降。 
我孫子市公共建築物

保全業務包括委託 
市内公共施設の多くを包括的に一業者に委託。 

流山市スマート庁舎 庁舎のレイアウト変更経費を、空いたスペースに民間テナントを

入れその賃料でまかなう。 
奈良県養徳学者建替

え 
県民子弟寮の建て替えにあたって、余剰地の自由開発権を民間に

渡すことで、事実上無償で建て替えた。豊島区、渋谷区役所建替

えにつながる PRE 成功例。 
大空町道路保全包括

委託 
町内の道路、橋りょう、河川施設の保全管理を地元企業 JV に委託。 

オガール紫波 まちづくり全体を PPP で実施。図書館は隣接に立地する民間をま

ず誘致して、その地代収入で維持管理費を賄うスキームを構築。 
尼崎市総合的 PRE
事業 

150 強の市有地の有効活用を全体として提案を受ける方式。築 30
年以上経過した建築物のある土地はすべて提示した。余剰地では

なく現在使用中の土地を含めることで新たな提案につなげる。 
 
３ 市場化テストの問題点 
（１）結果的に業務委託になると、単年度・短期間、仕様が細かい、個別発注になってし

まう。民から見てまったく魅力がない。 
 
例）永田町合同庁舎   
個別庁舎だけ委託。VFM は大して期待できない。 
→永田町・霞ケ関地区の全庁舎を対象にするぐらいの包括性が必要。 
 
例）東京都職業訓練校 
KPI として就職率を定めることにより、校舎の場所は提案可能など自由度を広げた。 
 
（２）地方公務員としては、入札で負ける結果を残したくないので、市場化テストにかけ

られるくらいなら最初から委託に出す。結果として業務委託が増えること自体は悪くはな

いが、市場化テストにはならない。また、半端な委託が増えることになる。 
 
４ 今後の方向性 
（１）市場化テスト自体は長期化、性能発注、包括発注が必須。発注者の姿勢の問題であ



り、さほど難しくないはず。 
 
（２）PFI、指定管理者にも官民競争を義務付ける。現行優先的検討規程は「民ではできな

い」の判断を官がするため、出したくないものは出さなくて済む。この制度では限界あり。

官民のいずれが適切かの市場化テストを行う。 
 




